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憲法改正，防衛力強化より対外的情報省を設立する事を優先すべきと，国に対し

て議会は要望書を提出する事に関する陳情 

 

 先の衆議院選挙の結果，政府は憲法改正や防衛力強化を主張し，理解を得たと

国会で憲法改正法案を提出する事を目指している。 

 しかし，大切な事は，時間をかけても国民に憲法改正の趣旨を理解して頂く事

が肝要な事と思う。又，憲法改正や防衛力強化より情報収集能力の向上のほうが

はるかに重要な問題である。 

 中国の古代戦略家，孫子曰く，戦略で最も重要な事は相手国の情勢を知り，情

報を獲得する情報網が必要と主張し，すなわち現代版対外的情報省の重要性を著

作の中で説いている。 

 この為，情報収集の組織である，対外的情報省の設立を優先すべきと国に要望

書を提出する事をお願いする次第である。 

 先の大戦で日本の戦没者，軍人軍属，民間人を含めて約３１０万人，又，軍人

軍属の戦没者は２３０万人と言われ戦病死者（餓死者）が１４０万人出ている。

アジア諸国の戦争犠牲者は，推定約２千万人と言われている。 

 大本営の計画した作戦は，机上の作戦計画を立て，兵站を軽視，現地自活主義

の作戦を推し進め，作戦現場で多くの犠牲者が出ても，その事の状況を把握せず

ただ進め進めであった。 

 過去の戦争を検証するならば，今重要な事は相手の状況を把握し，気候風土，

人などあらゆる状況を把握する組織，対外的情報省を設置し，戦わずして勝利を

得る事を考えるのが大切である。議会関係者に国に，対外的情報省設立の要望書

の提出をお願いする次第である。よって，下記事項を陳情する。 

 

記 

 

１ 憲法改正や防衛力強化より対外的情報省設立を優先すべきと考え，情報収集 

能力の向上の為に，国に対外的情報省の設立の要望をお願いする事。 
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